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追い風の続く建設業界の中、働き方改革に向けた政府・国交省他、建設関係団体の取り組みが始まる

売上高は、前年度対比では大幅増加となるものの受注時期のずれや工事進捗の期ずれ影響により19億円の微減

期初計画比△3.5％、前年度比38.0％

土木、建築事業とも、期初計画に対し利益率改善、採算性の向上により全体で1.9ポイントの改善となり、12.1％となった。

期初計画：10.2％→2018.3期第2四半期：12.1％

各利益項目が期初計画比で大きく改善し、第２四半期累計期間での最高益更新

期初計画比増加率－売上総利益：+13.9％、営業利益：+54.9％、経常利益：+57.1％、当期純利益：+66.4％

売上高は期初計画比で減少するも、各利益項目で期初計画比から大きく改善し、第２四半期の最高益更新

「働き方改革実行委員会」の設置

2017年度建設投資額が前年度比4.7％増の54兆9,600億円の見通しとなり、2年連続で増加

2017年8月の台風5号、9月の台風18号による度重なる被災による国土強靭化の政策推進

働き方改革に向けた政府・国交省他、建設関係団体の取り組み

政府の「働き方改革実行計画」により、建設業も5年後には罰則付き残業上限規制の適用等、
発注者を含めた関係者による環境整備が推進

他産業に比べて長時間労働が顕著な建設業では人財確保が重要課題であり、建設関係

各団体が、休日確保・長時間労働抑制など働き方の抜本的な見直しを図るべく取組を強化

出典）国交省HP

労働問題について、取り組むべき課題が広範囲にわたっていることから、労使協働のもと早期に課題解決を図ることとし、

2017年9月に「働き方改革実行委員会」を設置

長時間労働削減、週休２日制実施等に向けた検討開始
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業績サマリー

連結業績サマリー

2016.3期第2四半期 2017.3期第2四半期 2018.3期第2四半期
コメント

実績 前年比 実績 前年比 実績 前年比 期初計画比

売上高 42,599 △8.6 39,143 △8.1 54,034 38.0 △3.5 受注時期ずれ等により減少

売上総利益 4,440 △0.9 4,325 △2.6 6,515 50.6 13.9
設計変更獲得、原価改善

により増加

営業利益 1,007 △20.8 652 △35.2 2,432 272.8 54.9 売上総利益増加により増加

経常利益 978 △2.2 674 △31.1 2,403 256.4 57.1 受取配当金の増加

親会社株主に帰属する

四半期純利益
765 6.6 501 △34.4 1,947 287.9 66.4

第２四半期で８年ぶりの

最高益更新

1株当たり年間配当金（円） 8.0 12.0 16.0 期末配当 4円増配

（単位：百万円、％）
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利益増減分析（前年同期比）
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売上高は手持工事の進捗増加により前期比38.0％増、売上総利益が前期比21億89百万円大幅増加し、利益率が

11.1％から12.1％に改善

土木事業は、前期からの繰越工事も多く進捗が順調に進み売上高が増加、工事竣工に伴う設計変更の獲得等により

工事採算が改善

建築事業も、繰越工事が多く売上高が増加し、大型工事の工事原価低減等により工事採算が改善

販管費が前期比4億9百万円増加

人財確保を目的とした従業員の処遇改善等の施策により人件費が増加

営業外収益が32百万円減少

インドネシアにある関連会社がODA案件の生産減により投資利益が減少
営業外費用が19百万円増加

借入金増加に伴う支払利息の増加

経常利益増減分析
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利益増減分析（期初計画比）
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経常利益増減分析

売上高は微減となったものの、売上総利益が7億95百万円増加し、売上総利益率が10.2％から12.1％に上昇

土木事業は工事進捗は期初計画より未達となったものの、工事竣工に伴う設計変更獲得等により売上総利益が

5億25百万円増加し、利益率が11.0％から13.4％に上昇

建築事業は大型工事の原価改善等により売上総利益が6億37百万円増加し、利益率が8.8％から11.6％に上昇

販管費が期初計画比67百万円減少

従業員の処遇改善を実施しているものの、期初計画より下期へ期ずれ

営業外収益が期初計画比16百万円増加

主に投資有価証券の受取配当金増加による

営業外費用が期初計画比5百万円増加

主に工事受注に伴う支払保証料、立替工事費増に伴う支払利息の増加

1,530 

2,403 

795

67 16 △5

売上総利益
増加

販管費減少 営業外収益
増加

営業外費用
増加

土木事業
+525

建築事業
+637

人件費減
+58

物件費減
+9

受取配当金増
+11

スクラップ売却益増
+7

支払保証料増
△16

支払利息増
△15
その他減
+20

2018/3期
第2四半期
経常利益
（期初計画）

2018/3期
第2四半期
経常利益

（単位：百万円）

+873
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土木事業

業界環境

業績推移

売上高は手持工事の進捗が進み増加、売上総利益は工事竣工に伴う設計変更獲得、原価改善等により大幅増加

期初計画11％が13.4％へ上昇

NEXCO新東名、新名神関連の手持工事が多く、竣工となった物件もあり設計変更の獲得や原価改善により売上総利益が増加

上半期は大型床版取替工事の受注により前期上期並みの受注高を確保

下半期も床版取替工事に対する積極的な応札と鉄道・運輸機構発注の新設橋梁や軌道スラブ工事に狙いを定める

（百万円）（百万円）（百万円）

大型受注案件（受注金額上位3件）

工事名 工事概要

常国橋他2橋床版取替工事 西日本高速道路 中国自動車道 常国橋他２橋の床版取替一式工事

本名橋 国道２５２号の只見川を渡河する本名橋を新設する上部工工事

某鉱山捨石集積場工事 捨石集積場の安定化を図るためのセメント固化工法による改良工事

高速道路整備、震災復興事業、整備新幹線延伸による橋梁新設工事が発注予定

PC業界における上期新設構造物発注は対前年度比55%と落ち込んだが、下期には最終段階に入った新東名、新名神の

新規路線整備や既設路線の4車線化、中部地区環状道路、九州・北陸新幹線整備などにより昨年並みの発注期待

高速道路会社の大規模更新および修繕事業が本格化

高速道路会社3社による床版取替工事は上期で既に前年度から大幅増加（前年度通期：227億円、今年度10月現在：417億円） 、
下期は首都高速道路、阪神高速道路など、都市高速道路の既設橋梁の大規模修繕工事も発注予定
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建築事業
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業界環境

業績推移

（百万円）

大型受注案件（受注金額上位3件）

工事名 工事概要

分析研究施設 PC工事 PCa部材架設工事一式 基礎部PCa型枠板・基礎梁・柱・梁・床版・パラペット

食品工場建設工事 S造 2階 工事延床面積6298.47㎡ 北海道の調味料製造メーカーの食品工場建設工事

（仮称）境南町２丁目学生寮計画 RC造 10階 工事延床面積4033.93㎡ 東京都武蔵野市の学生寮新築工事

（百万円）（百万円）
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民間設備投資

非住宅投資は、企業収益の改善等を背景に企業の設備投資が持ち直し、今後も底堅く推移していくことを見込む

住宅投資は、分譲マンションで着工戸数が伸びており、今後も賃貸・分譲マンションともに消費増税の駆け込み需要により

着工増を予想

資材価格動向

建設資材価格の動向は横ばい傾向にあるものの、都心の大型工事が今後本格化。技能労働者不足、若手育成等の課題

もあるが ある程度堅調に推移していくことを見込む

採算最重視の受注戦略により前期からの手持工事も多く売上高増加、原価改善も進み、売上総利益も増加

順調な工事進捗によりリスク要素が解消され売上利益率が改善、期初計画8.8％が11.5％へ上昇

PC建築では、三菱マテリアル九州工場事務所の完工。成田公津の杜医学部棟は12月竣工に向け順調に進捗

PCａＰＣ工法を含めたプレゼンテーションの高度化を図った営業により、グローバル電機メーカー本社ビルで受注内定

製造事業及びその他兼業事業
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製造事業 - 業績推移

その他兼業事業 - 業績推移

（百万円）

（百万円）

（百万円）（百万円）

（百万円） （百万円）
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貸借対照表
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連結貸借対照表の主な項目

（単位：百万円）

2016.3期 2017.3期 2018.3期第2四半期
コメント

実績 実績 実績

資産合計 69,000 77,306 77,670

流動資産 52,644 60,263 60,371 ・買掛債務の支払、借入金の返済等により
現金預金が3,277百万円減少
・工事竣工により、受取手形・完成工事未収
入金等が1,139百万円増加

現金預金 11,599 15,049 11,771

受取手形･完成工事未収金等 34,404 37,108 38,247

固定資産 16,356 17,043 17,298 ・工場用機械、工場用土地等を新規購入し
たものの、減価償却の進捗等により有形
固定資産が30百万円減少

・上場株式評価益の計上等により投資有価
証券が238百万円増加

有形固定資産 12,036 12,232 12,201

無形固定資産 33 217 206

投資その他の資産 4,287 4,593 4,890

負債合計 46,455 52,583 51,366
・買掛債務の支払により、支払手形・工事未
払金等が942百万円、電子記録債務が
183百万円それぞれ減少

流動負債 36,806 42,254 40,908

固定負債 9,649 10,328 10,458

純資産合計 22,544 24,722 26,304 ・親会社株主に帰属する四半期純利益
1,947百万円の計上、配当金568百万円
の支出

・上場株式の評価益の増加により、その他
有価証券評価差額金170百万円の増加

株主資本 21,244 23,306 24,684

その他包括利益累計額 1,299 1,416 1,619

負債純資産合計 69,000 77,306 77,670

キャッシュ･フロー
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連結キャッシュ・フローの主な項目

（単位：百万円）

2016.3期第2四半期 2017.3期第2四半期 2018.3期第2四半期
コメント

実績 実績 実績

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,914 △1,568 △2,274

・営業収益の積上げ

・工事竣工による売上債権増加、未成工事受入金の
減少

・工事進捗によるたな卸資産の増加、その支払によ
る仕入債務の減少

税金等調整前四半期純利益 974 690 2,401
減価償却費 282 324 310
退職給付に係る資産の増減 △13 3 14
退職給付に係る負債の増減 91 132 159
工事損失引当金増減 △158 △41 △59
売上債権の増減 9,204 2,802 △1,874
たな卸資産の増減 △2,052 △2,407 △772
仕入債務の増減 △4,132 △4,282 △1,122
未成工事受入金の増減 △546 2,201 △365
その他営業活動フロー 647 △525 △406
法人税等支払額 △382 △466 △559

投資活動によるキャッシュ・フロー △219 △447 △287
・工場設備更新による有形固定資産の取得有形固定資産取得 △223 △419 △299

その他投資活動フロー 3 △27 12
財務活動によるキャッシュ・フロー △6,581 △1,308 △715

・短期借入金の返済

・配当金の支払

短期借入金純増減 △6,245 △639 △57
リース債務返済による支出 △37 △45 △43
自己株式の取得による支出 △0 △202 △0
配当金支払額 △284 △379 △568
その他財務活動フロー △14 △41 △45

現金及び現金同等物期末残高 7,134 8,269 11,771



2. 2018年3月期 業績予想
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2018年3月期業績予想を上方修正

13

2018年3月期業績上方修正(2017年11月9日発表）

2018.3期
当初中計

2018.3期
期初計画

2018.3期
修正予想

1株当たり利益 （円） 37.91 47.20 72.66

ROE 7.4% 8.9% 13.0%

ROA 3.5% 4.0% 5.9%

自己資本比率 34.4% 34.4% 35.5%

連結 配当性向 平均23%以上 平均23%以上 22.0%

DEレシオ 0.51 0.51 0.45

年間配当金 8円 12円 16円

（単位：百万円）

2018.3期
当初中計

2018.3期
期初計画

2018.3期
修正予想

受注高

土木事業 58,720 59,350 61,600

建築事業 48,000 48,000 48,000

製造事業 2,640 2,000 1,750

兼業事業 640 650 650

合計 110,000 110,000 112,000

売上高

土木事業 55,180 59,450 65,000

建築事業 48,640 47,400 48,500

製造事業 2,540 2,500 1,850

兼業事業 640 650 650

合計 107,000 110,000 116,000

売上総利益

土木事業 10.9% 6,040 11.6% 6,890 12.2% 7,910

建築事業 8.3% 4,040 8.7% 4,120 9.9% 4,790

製造事業 10.6% 270 10.0% 250 5.4% 100

兼業事業 31.3% 200 40.0% 260 36.9% 240

合計 9.9% 10,550 10.5% 11,520 11.2% 13,040

販売費及び一般管理費 7.4% 7,900 7.5% 8,270 7.2% 8,340

営業利益 2.5% 2,650 3.0% 3,250 4.1% 4,700

営業外収益 220 140 170

営業外費用 330 250 270

経常利益 2.4% 2,540 2.9% 3,140 4.0% 4,600

前期からの繰越高も豊富であり、期初計画より60億円
売上高増収見込み、採算改善により 売上総利益も

増益見込み

土木事業は、手持工事が豊富であり、進捗も順調に
進み増収、利益についても竣工工事の設計変更や
原価改善により増益予想

建築事業は、売上高は11億円の増収予想、利益に
ついては竣工工事で原価改善が進み、8.7％から
9.9％へ上昇見込み

増収増益予想により経営指標上方修正

増益によりＲＯＥ、ＲＯＡ等の経営効率指標が改善

年間配当金を4円増配し16円とし、配当性向につい
ては中計計画期間で目標達成を目指す



2018年3月期業績予想と前年実績対比
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連結業績予想

売上高が前年比で19.9％増加、期初比で5.5％増加見込み

土木事業の豊富な手持工事により大幅増収見込み

建築事業は、前期からの期ずれ影響もあり、前年比、期初比ともに増収見込み

売上総利益が売上高増加、設計変更獲得等により前年比で13.8％増加、期初比で13.2％増加

土木事業の利益率は、工事竣工に伴う設計変更獲得や原価改善等により期初計画11.6％から12.2％へ上昇

建築事業の利益率は、前期からの採算重視での取り組みと原価改善により期初計画8. 7％から9.9％へ上昇

営業利益が前年比で27.5％増加、期初比で44.6％増加

人財確保、従業員の処遇改善等の施策等により販管費増加を見込むも、売上総利益の改善により増加

4期連続での最高益更新見込み

2016.3期 2017.3期 2018.3期修正予想
コメント

実績 前年比 実績 前年比 修正予想 前年比 期初比

売上高 96,066 △8.4 96,715 0.7 116,000 19.9 5.5 土木事業の大幅増収

売上総利益 10,020 10.3 11,460 14.4 13,040 13.8 13.2 設計変更と原価改善による増益

営業利益 2,891 10.9 3,687 27.5 4,700 27.5 44.6 人件費等の販管費増加

経常利益 2,799 26.0 3,454 23.4 4,600 33.1 46.5

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,817 8.3 2,653 46.0 3,400 28.1 53.2

1株当たり年間配当金
（円）

8.0 12.0 16.0

（単位：百万円、％）

2018年3月期の取組み
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大規模更新・修繕事業に向けた実施体制整備

PC建築部門の強化・拡大に向けた戦略の実践

グループ全体の人財確保・育成・活用の推進、設備投資の実施

ピーエス三菱グループのパフォーマンスを更に発揮するための人財活用、設備投資

2017年9月に「働き方改革実行委員会」を新設し、労働時間抑制への対応、人財確保・育成・活用への施策等を実施する

採用は新卒採用を中心に、中途採用、定年再雇用を行い、年齢構成の歪み是正、女性活躍、高齢者雇用を引き続き推進する

ストック事業、新規事業、Ｍ＆Ａの推進に向けた組織体制を構築する

大規模更新事業の受注に備えた関係会社設備の新規投資、人財確保に見据えた福利厚生設備の更新を実施する

成長分野、新領域の技術開発の推進と技術提案力の向上

NEXCO各社、首都高速道路、阪神高速道路等の大規模更新・修繕工事の受注・施工の拡大

床版取替半断面施工等の技術的優位性を発注者等に向け全国展開し、受注拡大を目指す

床版製作設備増強、機械化施工に向けた設備投資を実施するとともに、協力業者への教育・指導等、施工体制の強化を図る

当社独自の床版継手技術（MuSSL工法）を既受注工事に採用し、普及を進め採用を拡げる

PCゼネコンとしてPC建築部門の組織強化、受注・売上の拡大

営業部員を増員し、発注者、設計者に対して、PCaPC設計施工実績を基に、受注検討案件のPC建築化を進める

ＢＩＭ等の技術情報の共有化及び技術研修を実施し、若手技術者を中心に能力向上を実施する

ピー・エス・コンクリート社との連携による高品質生産体制の構築や生産性向上を図る

大規模更新・修繕工事に重点をおいた技術開発の実施、ＩＣＴ関連、生産性向上に向けた技術開発の推進

当社独自の床版継手工法の耐久性の確認を行うと共に実用化し、採用に向けた提案を行う

ＩＣＴ関連について、橋梁点検ツールとしてのイージーＭモニターの商品化の実施等、ニューテック康和社とともに受注拡大を進める

技術提案については、地域毎に要求事項含まれる工種が多様なため、参加経験を積んで対応力を高める



3. 中期経営計画2016の進捗
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最終年度の数値目標を上方修正
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最終年度の数値目標を上方修正（平成29年11月9日発表）

変更の理由

2017.3期
実績

2018.3期
修正予想

2019.3期
当初中計

2019.3期
変更目標

1株当たり利益 （円） 56.41 72.66 42.12 59.83

ROE 11.2% 13.0% 7.7% 9.8%

ROA 4.7% 5.9% 3.8% 4.7%

自己資本比率 32.0% 35.5% 35.2% 37.6%

連結 配当性向 21.3% 22.0% 平均23%以上 26.7%

DEレシオ（倍） 0.49 0.45 0.48 0.42

年間配当金 12円 16円 10円 16円

（単位：百万円）

2017.3期
実績

2018.3期
修正予想

2019.3期
当初中計

2019.3期
変更目標

受注高

土木事業 55,192 61,600 59,740 61,140

建築事業 45,278 48,000 49,000 49,000

製造事業 1,819 1,750 2,700 2,300

兼業事業 723 650 1,560 1,560

合計 103,013 112,000 113,000 114,000

売上高

土木事業 49,356 65,000 58,100 61,290

建築事業 44,815 48,500 48,690 48,700

製造事業 1,819 1,850 2,550 2,350

兼業事業 723 650 660 660

合計 96,715 116,000 110,000 113,000

売上利益

土木事業 13.8% 6,823 12.2% 7,910 10.9% 6,360 12,0% 7,330

建築事業 9.7% 4,329 9.9% 4,790 8.5% 4,160 9.2% 4,460

製造事業 2.6% 46 5.4% 100 11.0% 280 11.1% 260

兼業事業 36.0% 260 36.9% 240 30.3% 200 37.9% 250

合計 11.8% 11,460 11.2% 13,040 10.0% 11,000 10.9% 12,300

販売費及び一般管理費 8.0% 7,773 7.2% 8,340 7.4% 8,100 7.5% 8,500

営業利益 3.8% 3,687 4.1% 4,700 2.6% 2,900 3.4% 3,800

営業外収益 209 170 300 150

営業外費用 441 270 400 250

経常利益 3.6% 3,454 4.0% 4,600 2.5% 2,800 3.3% 3,700

今後の方針

人件費・資材費等コストアップ要因が落ち着いた状況で推移

建設需要増加による人件費・資材費の上昇を見込むも

比較的堅調に推移

民間設備投資の動きが底堅く、公共投資についても国土強
靭化施策などにより高い水準を維持

当社の収益力が大きく向上

採算重視での受注取組み、設計変更獲得や原価改善に

に向けた施策が奏功し収益力が向上

2017年度から受注競争も一部激化しており、資材費の上昇
見込み、土曜休日確保による労務費単価アップ等も懸念

中期経営計画2016の基本方針、基本戦略を遂行

引き続き主軸である新設橋梁工事と一般建築分野では採
算性を重視

土木部門は、維持補修・メンテナンス分野への経営資源の
集中を推進

建築部門は、提案型営業等によりPC建築事業の拡大に

注力
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中期経営計画2016の進捗
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最終年度の数値目標を上方修正（平成29年11月9日発表）

百万円

百万円

百万円

百万円
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中期経営計画2016の進捗

経営指標

最終年度の数値目標を上方修正（平成29年11月9日発表）
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計画期間で平均23%以上



主要テーマの進捗状況（大規模更新事業）

当社の受注状況
億円

ＮＯ 工事名 受注年度 工事金額 工期 現状

中国自動車道

道谷第二橋（上り線）床版取替工事

東北自動車道

岩堰橋床版取替工事

中国自動車道

常国橋他２橋床版取替工事

東名高速自動車道

沼津ＩＣ～富士ＩＣ間床版取替工事

8.8

9.1

13.3

36.5

1

2

3

4

2015

2016

2017

2017

18ヵ月

27ヵ月

49ヵ月

28ヵ月

完　成

工事中

工事中

工事中

大規模更新事業（床版取替工事）の発注動向と当社の受注状況

新たなる床版継手工法を開発

121 9 

244 

13 

417 

46 

0

100

200

300

400

500
当社受注分

２０１５年度 ２０１６年度 ２０１７年度（上期）

発注量億 円

２０３０年度～

～

１５年間で１.７兆円

の発注予測

・・・・・
発注量は倍増

プレキャストＰＣ床版の新たな継手構造（MuSSL工法）

NEXCO3社からの発注量は年々増加

当社受注状況も同様に推移

更なる発注量の増加を見込み、受注体制の整備を推進する
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道谷第二橋では当社独自技術の半断面床版取替工法を採用

その施工実績と技術的なノウハウを支店に水平展開

更なる営業活動の強化を実施中

（ご参照：Appendix 半断面取替工法）

常国橋の床版継手構造には、当社開発のＭuSSL工法が採用される予定

施工効率、製造効率の更なる向上を目指し、生産性向上を図る

この画期的な工法を今後の発注案件へ適用されるよう技術提案を実施

（ご参照：Appendix ＭuＳＳＬ工法）

主要テーマの進捗状況（メンテナンス事業）

ＮＯ 工事名 発注者 受注年度 工事金額 工期

箱崎～東浜橋梁補修工事（２７-４）

（修）構造物改良工事１－２０８

ＰＣ桁等大規模修繕工事（２７－２－池）

（修）構造物改良工事１－２０６
4 33ヵ月8.32016首都高速道路

25ヵ月

30ヵ月

20ヵ月

1

2

3

2015

2015

2016

福岡北九州
高速道路公社

5.8

首都高速道路

阪神高速道路

4.9

9.8

現在施工中の工事 億円

土木学会田中賞とプレストレストコンクリート工学会賞をW受賞
首都高速1号羽田線 勝島地区橋梁（PCゲルバー橋の連続化）

都市高速道路の修繕工事

都市高速道路の修繕に対する公共投資は、引き続き増加見込

今迄の経験と施工実績を活かし、積極的に受注へ向け取組む

土木学会田中賞とプレストレストコンクリート工学会賞のダブル受賞

維持補修工事での当社の技術力を内外に広くPRできた

イージーＭモニターの開発と事業化

電気防食施工後の維持管理（橋梁）を行うモバイル型

遠隔監視システムを国交省NETIS登録

子会社のニューテック康和社が事業化（商品化）

全国的に営業展開を開始し、静岡県で初契約
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＊イージーMモニターとは、電気防食施工後の計測における人為誤差等によ
る品質低下、安全性の課題を解決するため、遠隔監視ユニット等を使用し
た定期的な自動計測、機器計測による橋梁管理の品質向上、工期短縮、安
全性と施工性の向上を図るもの
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主要テーマの進捗状況（PC建築部門の拡大「ＰＣaPC」）

成田公津の杜医学部棟 施工状況

三菱マテリアル九州工場本事務所施工中の案件の状況

銅スラグを使用した日本初のPCaPC工法の建造物である「三菱マテリアル九州
工場本事務所」工事は完工

「成田公津の杜医学部棟」は、12月竣工に向けて順調に進捗中

PC建築の取組み

施工中に実施した社外見学会のPR効果により全国からＰＣ建築の引き合い案
件は増加

客先へPCaPC工法を含めたプレゼンテーションの高度化を図った企画提案を実
施し、グローバル電機 メーカー本社ビルのPC元請工事が内定

PCａPC工法の推進に向けた取組み

PC元請案件の取組み状況

発注者様からの声

ピーエス三菱からはS造とPC造の提案をされたが、PC工法の提案を聞くと耐震性、耐久
性が優れている点を挙げられ、ここに非常に高い評価をした。価格的にはS造の方が安
価だったが、これで従業員を守れ、継続な企業活動が続けられるものと確信した。

百万円

施工中 主な取組み案件

・成田公津の杜医学部棟・・12月完了予定
・三菱マテリアル九州工場本事務所・完工

・東京 電機メーカー本社ビル
・東京 大学病院
・東京 集合住宅
・東北 サイロ建設
・札幌 製造業生産施設増築工事
・札幌 墓石型納骨堂
・札幌 医療系大学校舎
・九州 大学薬学部校舎
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主要テーマの進捗状況(人財確保・育成・活用）

土木部門ＯＪＴプログラム

人員の推移

人財確保の状況

採用 2017年4～10月実績

定期採用 31名（計画35名/年）

中途採用 9名（計画5名/年）

シニア採用 7名（計画12名/年）※60歳以上の再雇用者

【参考】総合職定期採用（2018年4月入社予定）

計画35名に対して、44名の内定者

（土木17名 建築20名 事務7名 その内女性は7名）

人財育成の取組み

新入社員研修及び階層別研修他につき、計画通り実施

セグメント別OJTプログラム

→工事部門OJTプログラムのテスト運用開始（10/1～）

今後の事業規模、事業展開へ向けて「人財確保・育成・活用」に注力

人財活用の状況

2017年従業員の賃金改定し、定昇、ベースアップ及び

手当を含む賃上げ実施

平均3.0%以上

エリア限定総合職掌の新設（運用開始 2017年10月1日）

採用戦略、離職抑制、女性活躍、ワークライフバランスの観点から

働き方の多様化に対応すべく、エリア限定の総合職掌制度を新設

2017年10月実績 中途採用 2名

ＯＪＴテーマ別育成実施計画及び評価表（１年目） （１）ＯＪＴ育成計画は、３年間の計画とし、所属作業所毎にスケジュールを書き入れ、帰任時に作業所長が達成度を記入する。

（２）２現場目以降の作業所でも繰り返し引継いでこの評価表を使用していく。

（３）１年目、２年目および３年目完了時に関係部署内で回欄を行う。

【ＯＪＴ対象者】 【作成年月日】 　　　【達成度評価】

計画時 平成28年10月1日 　　　5：十分達成した　　4：達成した

見直し① 　　　3：一部達成できていない

見直し② 　　　2：引き続き教育が必要

見直し③ 　　　1：ほとんど理解できていない

◎：各作業所共通項目　○：該当する作業所のみ

ＯＪＴ １年目

大項目 小項目 指導者 達成度評価

◎ １級土木施工管理技士 4年目7月受検

○ ＰＣグラウト講習

◎ コミュニケーション能力

◎ 　同上

◎ 業務の効率化

○ 作業計画書

○ 重機配置計画図

○ 型枠計画図

○ 支保工計画図

○ コンクリート打設計画図

◎ 主要材料発注用資料

◎ 仮設材発注資料

◎ 測量学

測量 ◎ 測量機械を用いた測量

◎ 墨出し・マーキング

○ 応力計算

○ 検討書点検

◎ 工事管理写真の撮影

写真管理 ◎ 工事黒板の記入

◎ データの保存・登録

○ 週間工程表

○ サイクル工程表

◎ 作業打合せ

◎ 作業打合せ会の進行

◎ 朝礼進行

◎ 変更時の対応

◎ 進捗管理

◎ 品質目標

◎ 書類整理

◎ 自主検査の実施

◎ 環境目標

◎ 産廃の分別管理

◎ 安全目標・重点実施項目

◎ 安全巡視

◎ 不安全行動の防止

◎ 安全書類

◎ 労働時間

◎ 安全法令

◎ 緊急時の連絡体制

◎ 安全作業計画

◎ 作業手順書の点検

◎ 基準点確認

◎ 測量結果の確認

◎ 計画変更時の対応

◎ 問題の処理

◎ ホウレンソウ

【回覧　（　１年目完了時　・　２年目完了時　・　３年目完了時　）】

安全管理に配慮した作業計画を作成できる

作業手順書を点検し、必要な指導ができる

管理本部

基本的

就業態度
社会性等

先輩・同僚とコミュニケーションを図り、円滑に業務を進められる

育成項目

ＩＳＯ

品質・環境

資格

品質管理

安全管理

職場の安全目標・重点実施項目を理解している

危険な作業を見掛けた時に、作業員に注意できる

作業内容に関係した安全法令のポイントを理解できる

災害発生時の連絡方法を理解している

必須

協力会社の職長や作業員とコミュニケーションを図り、円滑に業務を進められる

業務の効率化を図り、時間外労働を低減する努力をしている

労働時間を集計し記録できる

外注業者の作成した型枠支保工検討書を点検できる

現場内の基準点・仮ＢＭ等を把握し、適切に管理できる

測量や墨出し結果について、上司の確認を受けて作業を進めている

工事管理写真の目的に合った撮影ができる

朝礼の進行役を務め、当日の作業内容を説明できる

指導項目 備考

現場内の安全巡視を行い記録できる

型枠材・支保跨材の応力や変形量を計算できる

概略の作業計画書を作成できる

職場の品質目標を理解し、目標に向けた取り組みができる

2月

簡易な型枠計画図を作成できる

受験に向けて必要な経験と知識を得る

ＰＣグラウトの実務経験（計画、施工、管理）

重機（クレーン等）の配置計画図を作成できる

部署長・ＧＬ 作業所長

材料の伝票やミルシートを整理し保管できる

検査基準を理解し、社内（自主）検査を実施できる

4月 5月 6月 7月 8月

目標値

3月

【１年目】　指　導　ス　ケ　ジ　ュ　ー　ル

指導の目安

作業内容の変更を協力会社に伝え、対応策について協議できる

工程の進捗に遅れることなく、自己の担当業務を進めることができる

翌日の作業確認・打合せ簿を作成できる

翌日の作業打合せ会の進行役を務められる

所 属 ：

作 業 所 名 ：

氏 名 ：

業務調整

不具合

防止

発生時

の対応

および

防止策

安全管理

資格

施工管理

環境管理

施工計画

測量学の基礎を学び、理解している

レベル、トランシットを用いて正確な測量ができる

作業員に分かり易く墨打ちやマーキングを行える

構造計算

工事黒板に正しく記入できる

写真データの保存、登録（デキスパート等による）

工程管理

工程表

作成

週間工程表を作成できる

サイクル工程表（張出施工・主桁製作等）を作成できる

日々の安全関係の書類を取りまとめ整理できる

計画を変更するときは作業を止めて、上司に相談する

疑問点・問題点を発見したら速やかに上司に報告・相談できる

報告・連絡・相談（ホウレンソウ）を実践している

土木本部

土木部長・ＧＬ

所属支店

支店長

9月 10月 11月 12月 1月

簡易な支保工計画図を作成できる

コンクリート打設計画図を作成できる

主要材料の発注用資料（数量、仕様）を作成できる

支保工部材・仮設材発注資料（数量、仕様）を作成できる

廃棄物の分別収集状況を点検し、産廃マニュフェストを作成できる

職場の環境目標を理解し、実施計画に取り組める

ＯＪＴ指導者総務人事部長

土木部門OJTプログラム テーマの一部

1年目：資格取得に向けての経験及び知識の習得、施工計画図等の作成等

2年目：品質管理の知識、安全計画の理解等

3年目：主材料の発注計画、作業指示、進捗管理等

人
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主要テーマの進捗状況(人財確保・育成・活用）

働き方改革実行委員会

働き方改革実行委員会の推進

働き方改革実行委員会の設置（9月1日）

組織

委員長：森副社長

副委員長：小山管理本部長

委員：本支店関係各部長、労働組合

目的

「当社グループで働く人々の生活を守り、一生懸命働く意欲を向上させ、

パワハラ・セクハラの無い、魅力ある風通しの良い企業風土の確立を

目指します！」
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主要テーマの進捗状況（ＩＣＴ・設備投資）

i－Ｐｈｏｎｅの閲覧イメージ

計画期間３年間で40億円以上の投資支出

ＰＳＣ社工場の設備更新

ＰＳＫ社架設機械開発

ＩＴ関連の設備更新

仙台にて定期借地権による建物賃貸事業を計画中

2018.3月期計画実績対比

i－Ｐｈｏｎｅの閲覧イメージ

九州地区の作業所配置状況と

雨雲の動き（赤丸は作業所）

無事故無災害を目指しICTを活用したシステム開発の推進

主なシステムの開発状況について

「ウェザーニュース」による天候管理システム

・作業所におけるピンポイントの局地気象情報をリアルタイムに取得

・各関係者のi-phoneに、その内容を閲覧表示

・表示内容は、豪雨予測及び雨量、風速、熱中症対策による気温情報等

・気象の急変や警報など、作業所の作業可否の判断材料として使用

・所長等社員へアラートメールを送り注意喚起を促す

工事作業所の定点カメラ・Ｗｅｂカメラによる監視システム

・作業員以外を含む現場・事務所への訪問者の通門管理

・作業所における安全管理状況の点検（見える化）

・作業所における施工管理状況の点検（見える化）

・第三者・不審者の立ち入り把握（色々な抑止力にも繋がる）

・休日・長期休暇時の防犯対策

設備投資の進捗状況について

天候管理システム 工事作業所監視システム

単位：百万円
計画 実績 進捗率

1,052 290 27.6%

290557 809 897
762

2,050 

0
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1000

1500
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2500

2015.3月期 2016.3月期 2017.3月期 2018.3月期
計画

2019.3月期
計画

設 備 投 資 額
（単位：百万円）

計画期間3年間で40億円以上の投資支出
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オリンピック開催までは、都市開発事業等の建設需要がある

建設市場全体（土木・建築）では2019年以降市場縮小を見込む

建築市場は、維持・修繕市場が拡大する傾向が続くものの、新設

工事の減少が見込まれる

新設市場は縮小傾向が持続すると想定される

高速道路の大規模更新による特需等により、維持・補修市場は、

拡大が見込まれる

PC土木市場全体では2,700億円規模まで拡大することが想定

される

出所: プレストレスト・コンクリート建設業協会資料の実績数値をベースに当社試算
赤字は15、16年度実績値

民間建築

土 木

出所: 中長期の経済財政に関する試算（内閣府）、建設投資見通し（国交省）
建設経済モデルによる建設投資の見通し（建設経済研究所 他）
建設工事施工統計調査報告（国交省）を活用して当社試算
赤字は15、16年度数値
国交省「建設工事受注動態統計調査報告」より抜粋

（年度）

（年度）

今後の事業環境の見通し

建設市場の推移

PC土木市場の推移

機会 (Opportunities) 脅威 (Threats)

国土強靱化事業・防災・減災対策の需要は当面持続

交通網の整備、高速道路等の大規模更新の需要増

老朽化対策、リニューアル事業、海外事業は増加傾向

国内建設市場の縮小（オリンピック特需・震災復興事業の終焉）

新設工事主体から維持補修・リニューアル分野への質的変容

少子高齢化などを背景とした民間設備投資意欲の低下

32.331.7



プレストレストコンクリート（PC）技術とプレキャスト（PCa)技術とは
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プレストレストコンクリート（PC）とは

プレキャスト（PCa）とは

PCは「あらかじめ（プレ）応力（ストレス）を与えられたコンクリート」のことです

コンクリートの最大の弱点(引張には弱い)を克服することができます

圧縮する力を与えることで、大きな引っ張る力が作用してもひび割れを制御することができます

上記により、柱や梁を細くしたり空間の距離を大きく取ることができます

高強度のコンクリートを使用し、あらかじめ工場で製作したコンクリート部材です

工場で生産されるので、高品質・高精度で、高耐久を有しております

現場で型枠を組み施工した場合より周辺の環境に優しい工法です

工場で部材を製作する為、現場作業の省力化・スピード化が図れます

株式会社ピーエスケー
PC工事における機材の企画・設計・製作・賃貸・販売、資材の
製造・販売およびこれらの運用・活用に関するエンジニアリング

株式会社ニューテック康和 道路・鉄道・港湾等の構造物のメンテナンス、リニューアル

株式会社亀田組
プレストレスト・コンクリート橋梁上部工工事施工及び一般工事
一般貨物自動車運送事業

株式会社ながの 一般土木・舗装工事

ピー・エス・コンクリート株式会社 PC製品の製造販売

菱建商事株式会社 建築資材販売、物流、不動産関連など

菱建基礎株式会社 土木・建築構造物の基礎工事など地下分野の総合専門工事

グループネットワーク
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ピーエス三菱グループ（主要国内５社）

（株）ピーエス三菱 ピー･エス･コンクリート（株）

北上工場（岩手県）

茨城工場（茨城県）

七尾工場（石川県）

滋賀工場（滋賀県）

兵庫工場（兵庫県）

水島工場（岡山県）

久留米工場（福岡県）

支 店

・東京土木支店
・東京建築支店
・東北支店
・大阪支店
・名古屋支店
・広島支店
・九州支店

営業所 ・34箇所

＜ベトナム＞

ピーエス三菱 ホーチミン事務所

ピーエス三菱 ジャカルタ事務所

VINA-PSMC Precast Concrete Co., Ltd .
～ PC製品の製造･販売

PT. Komponindo Betonjaya
PT. Wijaya Karya Komponen
Beton
～ PC製品の製造･販売

＜インドネシア＞

国内工場ネットワーク 海外ネットワーク
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本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。本資料におけ
る将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。また、将来における当社の
業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。また、業績等に関する記述につきまして
も、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。本資料
は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提示させてい
ただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。このため、実際の結果と大きく異なったり、予告なしに変更される可
能性がありますので、あらかじめ御了承ください。

株式会社ピーエス三菱 管理本部 経営企画部

〒104-8215 東京都中央区晴海二丁目5番24号 晴海センタービル

TEL：03-6385-8001 FAX：03-3536-6920 メールアドレス：koho.ir@psmic.co.jp

将来予測に関する注意事項

IRに関するお問い合わせ先

ピーエス三菱のPR動画を作成しました。


